
水稲収量の底上げに向けた関係機関との連携

１ 課題設定の背景 ****************************************************************

２ 活動の経過 ******************************************************************** 

石狩農業改良普及センター石狩北部支所

～基幹作物増収プロジェクトの活動展開～

活動年次：令和２～４年

低収農家の経営改善に向けた支援体制を強化することを目的に、
ＪＡと普及センターで「基幹作物増収プロジェクト」を立ち上げた
令和２年度から水稲･小麦･かぼちゃの低収農家を対象に支援を開始！

農家戸数は
減少傾向！

【総括】ＪＡ営農販売部 部長･次長

【小麦Ａ班】 対象農家４戸
ＪＡ ②(30代～)
普及 ②(馬着専主･守屋)

【小麦Ｂ班】 対象農家３戸
ＪＡ ②(30代～)＋①(20代)
普及 ①(阪村主査)

【水稲班】 対象農家６戸
ＪＡ ②(30代～)＋②(20代)
普及 ①(守屋)

【かぼちゃ班】 対象農家３戸
ＪＡ ②(30代～)＋①(20代)
普及 ②(山崎係長･寺前普指)

活動体制

活動期間

１年目（Ｒ２）
☆信頼関係構築
☆問題点の把握

１戸に対する支援期間は３年間、PDCAサイクルを意識した活動展開

２年目（Ｒ３）
☆適正技術の実践
☆収量の向上

３年目（Ｒ４）
☆適正技術の定着
☆収量の安定化

対象農家
入れ替え

Ｒ３ 水稲班の動き
【 ３月 】農家面談（延べ６回） 問題点整理と計画作成
【３～５月】育苗･移植巡回（延べ27回） 管理状況確認･改善提案と実施確認
【６～９月】本田巡回･生育収量調査 （延べ48回） 管理状況確認･改善提案と実施確認
【 １１ 月 】農家面談（延べ６回） 問題点の洗い出し･次年度の課題整理

R３ 全体の動き
【 ４月 】全体会議 対象農家について情報共有･活動方針の共有
【 ７月 】全体会議 各班の進捗状況の共有
【 １１ 月 】全体会議 各班の活動成果の発表･対象農家の入れ替え検討

基幹作物の小麦･水稲
･かぼちゃの作付けを
維持するためには･･･

一戸当りの作付面積拡大
☆省力化栽培技術の普及
☆農地流動化の促進

新規就農者の増加と定着
☆農業総合支援センター設立
☆技術習得に向けた支援

既存農家の経営維持
☆低収農家に対する支援

基幹作物の作付面積及び産出額の維持



４ 今後の活動 ********************************************************************

３ 活動の成果 *********************************************************************

基 肥 資 材 名 － BB686 BB686

① ② 基 肥 N （kg/10a） 4.8 4.0

ほ 場 番 号 － 3 13 ー 基 肥 P （kg/10a） 5.4 4.5

品 種 － ななつぼし ななつぼし ななつぼし 基 肥 K （kg/10a） 3.9 3.3

株 間 （cm） 12.3 12.8 － ケ イ カ ル 施 用 量 （kg/10a） ― ―

栽 植 密 度 （株/㎡） 24.6 23.7 － 側 条 資 材 名 － BB側条444 BB側条444

は 種 日 － 4/25 4/25 4/21 側 条 N （kg/10a） 3.5 3.5

移 植 日 － 5/25 5/26 5/21 側 条 P （kg/10a） 3.5 3.5

育 苗 日 数 （日） 30 31 30 側 条 K （kg/10a） 3.5 3.5

移 植 時 草 丈 （cm） 12.9 12.9 12.0

移 植 時 葉 齢 （葉） 3.3 3.3 3.1

１ 葉 目 ま で の 高 さ （cm） 2.5 2.5 2.7 チェック項目

幼 穂 形 成 期 （月・日） 7/1 7/1 7/2 土壌分析と施肥 設計 ○ ○

出 穂 期 （月・日） 7/28 7/28 7/27 設計どおりの施肥実施 ◎ ◎

初期（６月末）茎数 （本/㎡） 444 486 481 育 苗 計 画 の 作 成 ◎ ◎

中期（７月末）茎数 （本/㎡） 593 595 610 浸 種 温 度 と 日 数 ◎ ◎

成 熟 期 稈 長 （cm） 75.2 72.6 70.0 置 床 の pH 調 整 ― ―

成 熟 期 穂 長 （cm） 18.9 17.9 17.4 育苗日数と移植 時期 ◎ ◎

穂 数 （本/㎡） 557 514 603 苗 の 均 一 化 ×置床凹凸 ×置床凹凸

一 穂 籾 数 （粒） 66.7 74.4 64.3 １ 葉 目 ま で の 高 さ ○ ○

総 籾 数 （粒/㎡） 37,160 38,244 38,773 草 丈 ◎ ◎

不 稔 歩 合 （％） 4.5 1.2 5.2 葉 齢 ○ ○

千 粒 重 （g） 22.8 24.1 23.0 植 付 本 数 ×少 ×少

1.90mm 精 玄 米 重 （kg/10a） 564 613 661 植 付 深 さ ○ ○

1.90mm 屑 米 重 （kg/10a） 22 15 30 除 草 剤 の 使 い 方 ×拡散してない ×拡散してない

1.90mm 屑 米 率 （％） 4.0 2.5 4.5 分 げ つ 期 の 水 管 理 ○ ○

1.90mm 以 上 （％） 96.2 97.5 96.6 中 干 し × ×

1.95mm 以 上 （％） 92.5 95.2 93.1 幼 穂 形 成 期 の 確 認 ○ ○

2.00mm 以 上 （％） 89.5 93.4 89.9 深 水 管 理 の 実 施 ×水抜けてた ×水抜けてた

タ ン パ ク 質 含 有 率 （％） 6.4 7.5 0.0 稲 わ ら の 処 理 × ×

ア ミ ロ ー ス （％） 16.2 15.8 0.0 排 水 対 策 ○サブ ○サブ

24R3当別町
作況

13R3佐瀬圃
番13

12R3佐瀬圃
番3

作況指数100に統一した場合の収量推移（JA実績「ななつぼし」）
297（H29）→226（H30）→227（R1）→408（R2）→504（R3）

【良い点】①育苗計画どおりに作業できていました。②浸種温度の確認や苗が植わっている
か、側条が落ちているかなどの確認が昨年度よりもしっかりとできていました。③昨年度と総
籾数は同等ですが、生育後半まで水を切らさなかったことで粒厚や千粒重が大きくなり収量が
増加しました。

【悪い点】①置床の凹凸により苗箱が浮き生育がばらつきました。浮いた部分では水不足や苗
立枯病の症状がみられました。苗がばらついたことで予定のかき取り設定で移植ができず植付
本数が少なくなりました。②除草剤が拡散せずにヒエ・ミズアオイが大量に発生しました。ほ
場幅が広いと畦からの散布だけでは中心まで拡散しないことも多いです。

【次年度】①置床を鎮圧し凹凸をなくし植付本数４～５本を確実に移植しましょう。②除草剤
は拡散性とミズアオイに対する効果を高めるため、移植５日以内に「ショキニー豆つぶ」→移
植15日後に「エンペラー豆つぶ」の体系処理を行いましょう。

ポイント

初期生育が悪い場合は側条の割合を高める。側条ができな
い場合は全量アンモニア態窒素の銘柄を選択する。

成苗の置床pHは4.5～5.0。pH5.5以上では苗立枯病が発
生しやすい。

浸種は11～12℃で7～9日。10℃以下では出芽不良、
15℃以上では芽が動く危険性がある。

他作物との作業競合を避けるため、綿密に計画を立てる。

肥料が設計どおりに落ちていることを確認する。

１株当りの植付本数は3～5本。

移植葉齢は稚苗2.0～2.5葉、中苗3.1葉以上、
成苗3.6～4.3（ななつぼし～4.0）。

草丈は12～13cm。育苗後半の過保護な管理は草丈が長く
なるだけでなく、早期異常出穂の発生を招く。

3cm以上は徒長苗。夕方以降のかん水や夜温が高い
場合は徒長を招く。

ハウス内の外側と内側では温度差があるため縁苗対策をす
る。置床の凹凸も苗がばらつく大きな要因。

翌春に早くほ場を乾かすためにサブソイラなどで
排水対策を行う。
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低温は一穂籾数や千粒重に大きく影響するため、
幼穂形成期後は深水で幼穂をしっかりと守ること。

ここから約20日間が収量に大きな影響を与える。

6月下旬に酸素供給でワキの抑制を行う。幼穂形成期前に
は終わらせること。

昼と夜の地温の差が大きいと分げつは増える。浅水
（１～３cm）で水温と地温を上昇させる。

雑草に合った除草剤を選択すること。草が多い場合は
「初期剤＋初中期一発剤」の体系処理が有効。

植付深さは2～3cmにする。5cm以上では分げつが
少なくなり、茎数が減少する。

育苗日数は中苗30日・成苗35日程度とする。移植は
5月31日までに終わらせる。

◎：できている（前年より良い）　○：できている　×：できていない
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可能であれば秋すき込みを行う。秋すき込みすることで翌
年のワキの発生量が大幅に減少する。

R3 増収プロ水稲チェックシート

☆ 基本情報☆ ☆ 施 肥 ☆

☆ 管理チェック☆
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収量推移（JA出荷実績）

ななつぼし

☆ 茎数推移☆ ☆ 町平均との比較☆

農家面談で問題点の整理と改善策の提案

対象農家の収量･販売額UP

提案事項の実践に向けた農家巡回

班内での情報共有と農家との会話効率向上 改善結果の「見える化」

☆改善で見込まれる効果を説明
☆巡回や調査は常にＪＡと実施
→改善事項への理解が深まり、
「応援されている」意識が向上
多くの提案事項が実践される！

☆農家と意見交換を行いながら
改善に向けた計画を作成

☆農家との会話内容や次回巡回
で話すべき事項を「活動記録
シート」を用いて班内で共有

→聞き取りの漏れがなくなり、
農家との会話効率が向上！

☆計画どおりに改善できたのか、
改善結果はどうだったのかを
「チェックシート」で報告

→改善効果を実感してもらえた！

活動方針の統一でプロジェクトの「質」向上

プロジェクト１年目（Ｒ２）
■ＪＡ若手職員（20代）の参加ゼロ
■調査だけで農家と会話がない班があり
活動の進め方がばらばらだった

プロジェクト２年目（Ｒ３）
☆各班にＪＡ若手職員を配置
☆全班で「活動記録シート」を導入
☆農家の声を聞く活動展開を目指す

全体会議で議論

３年間の成果を
地域へ報告

◎ ＪＡ若手職員の営農指導能力が向上した
◎ 「活動記録シート」で他班と進捗状況の共有ができるようになった
◎ 全班が農家の意識変化を確認しながら活動できるように変化した

１年目（Ｒ２）
☆信頼関係構築
☆問題点の把握

２年目（Ｒ３）
☆適正技術の実践
☆収量の向上

３年目（Ｒ４）
☆適正技術の定着
☆収量の安定化

対象農家
入れ替え


